
「2025 第 16 回薬大祭」を終えて 

 

第一薬科大学の「第 16 回薬大祭」は 10 月 25 日（土）・

26 日（日）の 2 日間にわたり開催されました。両日とも

にあいにくの空模様となりましたが、今年のテーマであ

る<YakuDõ 百花友乱～今この瞬間を、全力で～>の通

り、雨にも負けない学生たちの力強さによって各イベン

トや模擬店は盛り上がりを見せていました。 

25 日の 9 時半から、実行委員の手により力強くテー

マが書かれた横断幕の下で薬大祭の開会式が行われ、学

生活躍賞の表彰および後援会奨励金の贈呈式も併せて

実施されました。学生たちの’躍動’を讃える拍手の中、薬

大祭が華やかにスタートしました。メインステージとな

る新館前のトラックステージでは、世代を超えて様々な

曲を披露した軽音ライブや、時事問題・薬学知識を問われた研究室対抗クイズ大会の他、一

般の方も広く参加した歌唱大会やビンゴ大会などが行われました。また、本学在学生の特級

コスメコンシェルジュによる、教員を対象としたメイクアップデモンストレーションも行

われ、普段の先生たちと違った姿に歓声が上がっていました。 

厚生会館前の広場をはじめ、学内各所には様々な食べ物や出し物の模擬店が並びました。

「お化け学屋敷」や「プレイパーク」など、学生たちがこれまでの経験や学びを活かした遊

びを取り入れたブースでは、参加した人たちの賑やかな笑い声が響いていました。その他の

イベントとして、恒例となりつつあるこども科学体験「キッズラボ」、こども薬剤師・看護

師体験といったこども向けのイベントの他、一薬料理長 小林シェフによる「薬善料理教室」、

今年初めて開催された薬草園の一般公開、そうごう薬局のご協力による健康測定会が実施

され、地域のこどもから大人まで、様々な人が医療や健康に親しみながら楽しめる薬大祭と

なりました。また、25 日には薬局と在学生との企業交流会が、26 日にはホームカミング研

修会が開催され、在学生が本学卒業生の皆様から多くのことを学ぶ貴重な機会となりまし

た。終盤には大雨に見舞われてしまいイベント場所の変更などトラブルもありましたが、皆

様のご協力のおかげで 26 日 16 時に無事閉幕いたしました。 

 最後に、今年も後援会の皆さまから多大なご支援をいただき、誠にありがとうございまし

た。心より御礼申し上げます。来年度の令和 8 年度薬大祭につきましても、引き続きご支援

とご協力の程何卒よろしくお願い申し上げます。 
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